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(57)【要約】
【課題】複数の表示パネルを備えた液晶表示装置におい
て、コストを低減する。
【解決手段】液晶表示装置は、第１基板と、前記第１基
板に対して第１方向に対向配置された第２基板と、前記
第１基板と前記第２基板との間に配置された第１液晶層
と、前記第１基板に対して前記第１方向とは反対方向の
第２方向に対向配置された第３基板と、前記第１基板と
前記第３基板との間に配置された第２液晶層と、を含み
、前記第２液晶層は、高分子分散型液晶から成る。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、
　前記第１基板に対して第１方向に配置された第２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に配置された第１液晶層と、
　前記第１基板に対して前記第１方向とは反対方向の第２方向に配置された第３基板と、
　前記第１基板と前記第３基板との間に配置された第２液晶層と、
　を含み、
　前記第２液晶層は、高分子分散型液晶から成る、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第３基板に対して第２方向に配置されたバックライトをさらに含み、
　前記バックライトは、前記液晶表示装置の表示領域を分割した複数の分割領域ごとに点
灯及び消灯を制御可能に構成されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１液晶層を含んで構成される第１表示パネルと、前記第２液晶層を含んで構成さ
れる第２表示パネルと、を含み、
　前記第１表示パネルの画素数と、前記第２表示パネルの画素数と、前記分割領域の数と
が、「前記分割領域の数」＜「前記第１表示パネルの画素数」＜「前記第２表示パネルの
画素数」の関係式を満たす、
　ことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１液晶層を含んで構成される第１表示パネルと、前記第２液晶層を含んで構成さ
れる第２表示パネルと、を含み、
　前記第２表示パネルのコントラストの性能は、前記第１表示パネルのコントラストの性
能、及び、前記バックライトのコントラストの性能より低い、
　ことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１基板の前記第１方向側の第１面に、第１ソース線、第１ゲート線、第１薄膜ト
ランジスタ、及び、第１画素電極が形成されており、
　前記第１基板の前記第２方向側の第２面に、偏光板、及び、共通電極が形成されている
、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１基板の前記第１方向側の第１面に、第１ソース線、第１ゲート線、第１薄膜ト
ランジスタ、及び、第１画素電極が形成されており、
　前記第２基板に、カラーフィルタ、及び、第１共通電極が形成されており、
　前記第１基板の前記第２方向側の第２面に、偏光板及び第２共通電極が形成されており
、
　前記第３基板に、第２ソース線、第２ゲート線、第２薄膜トランジスタ、及び、第２画
素電極が形成されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１液晶層を含んで構成される第１表示パネルと、前記第２液晶層を含んで構成さ
れる第２表示パネルと、を含み、
　前記第１表示パネルは、アクティブマトリクス方式により画像を表示し、
　前記第２表示パネルは、セグメント方式により画像を表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
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【請求項８】
　前記第２表示パネルにおいて、前記第３基板に、マトリクス状に配置された複数の画素
電極と、複数のデータ線と、が形成されており、
　前記複数のデータ線のそれぞれは、コンタクトホールを介して、前記複数の画素電極の
それぞれに電気的に接続されている、
　ことを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　互いに重ね合わされて配置された第１表示パネル及び第２表示パネルを含む液晶表示装
置の製造方法であって、
　第１基板と、前記第１基板に対して第１方向に配置された第２基板と、前記第１基板と
前記第２基板との間に配置された第１液晶層と、を含む前記第１表示パネルを製造する工
程と、
　前記第２表示パネルを構成する第３基板の前記第１方向側の面において、画面領域に対
応する領域の周囲に、液晶分子を含むネマティック液晶と光硬化型のモノマーとを混ぜた
溶液を貯めるための堰を形成する工程と、
　前記第３基板における前記堰内に、前記溶液を滴下する工程と、
　前記第１方向側に配置された前記第１表示パネルと、前記第１方向とは反対方向の第２
方向側に配置された、前記溶液が滴下された前記第３基板と、を貼り合わせる工程と、
　互いに貼り合わされた前記第１表示パネル及び前記第３基板において、前記第３基板の
前記第２方向側から光を照射して前記モノマーを硬化させる工程と、
　を含むことを特徴とする液晶表示装置の製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置及び液晶表示装置の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置のコントラストを向上させる技術として、２枚の表示パネルを重ね
合わせて、入力映像信号に基づいて、それぞれの表示パネルに画像を表示させる技術が提
案されている（例えば特許文献１参照）。具体的には例えば、前後に配置された２枚の表
示パネルのうち前側（観察者側）の表示パネルにカラー画像を表示し、後側（バックライ
ト側）の表示パネルに白黒画像を表示することによって、コントラストの向上を図るもの
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ＷＯ２００７／０４０１２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記液晶表示装置は、２枚の表示パネルを備えているため、コストが増大する
問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、複数の表示パネルを備
えた液晶表示装置において、コストを低減することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係る液晶表示装置は、第１基板と、前記第１基板
に対して第１方向に配置された第２基板と、前記第１基板と前記第２基板との間に配置さ
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れた第１液晶層と、前記第１基板に対して前記第１方向とは反対方向の第２方向に配置さ
れた第３基板と、前記第１基板と前記第３基板との間に配置された第２液晶層と、を含み
、前記第２液晶層は、高分子分散型液晶から成る、ことを特徴とする。
【０００７】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第３基板に対して第２方向に配置されたバックラ
イトをさらに含み、前記バックライトは、前記液晶表示装置の表示領域を分割した複数の
分割領域ごとに点灯及び消灯を制御可能に構成されてもよい。
【０００８】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１液晶層を含んで構成される第１表示パネルと
、前記第２液晶層を含んで構成される第２表示パネルと、を含み、前記第１表示パネルの
画素数と、前記第２表示パネルの画素数と、前記分割領域の数とが、「前記分割領域の数
」＜「前記第１表示パネルの画素数」＜「前記第２表示パネルの画素数」の関係式を満た
してもよい。
【０００９】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１液晶層を含んで構成される第１表示パネルと
、前記第２液晶層を含んで構成される第２表示パネルと、を含み、前記第２表示パネルの
コントラストの性能は、前記第１表示パネルのコントラストの性能、及び、前記バックラ
イトのコントラストの性能より低くてもよい。
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１基板の前記第１方向側の第１面に、第１ソー
ス線、第１ゲート線、第１薄膜トランジスタ、及び、第１画素電極が形成されており、前
記第１基板の前記第２方向側の第２面に、偏光板、及び、共通電極が形成されてもよい。
【００１１】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１基板の前記第１方向側の第１面に、第１ソー
ス線、第１ゲート線、第１薄膜トランジスタ、及び、第１画素電極が形成されており、前
記第２基板に、カラーフィルタ、及び、第１共通電極が形成されており、前記第１基板の
前記第２方向側の第２面に、偏光板及び第２共通電極が形成されており、前記第３基板に
、第２ソース線、第２ゲート線、第２薄膜トランジスタ、及び、第２画素電極が形成され
てもよい。
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１液晶層を含んで構成される第１表示パネルと
、前記第２液晶層を含んで構成される第２表示パネルと、を含み、前記第１表示パネルは
、アクティブマトリクス方式により画像を表示し、前記第２表示パネルは、セグメント方
式により画像を表示してもよい。
【００１３】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第２表示パネルにおいて、前記第３基板に、マト
リクス状に配置された複数の画素電極と、複数のデータ線と、が形成されており、前記複
数のデータ線のそれぞれは、コンタクトホールを介して、前記複数の画素電極のそれぞれ
に電気的に接続されてもよい。
【００１４】
　本発明に係る液晶表示装置の製造方法は、互いに重ね合わされて配置された第１表示パ
ネル及び第２表示パネルを含む液晶表示装置の製造方法であって、第１基板と、前記第１
基板に対して第１方向に配置された第２基板と、前記第１基板と前記第２基板との間に配
置された第１液晶層と、を含む前記第１表示パネルを製造する工程と、前記第２表示パネ
ルを構成する第３基板の前記第１方向側の面において、画面領域に対応する領域の周囲に
、液晶分子を含むネマティック液晶と光硬化型のモノマーとを混ぜた溶液を貯めるための
堰を形成する工程と、前記第３基板における前記堰内に、前記溶液を滴下する工程と、前
記第１方向側に配置された前記第１表示パネルと、前記第１方向とは反対方向の第２方向
側に配置された、前記溶液が滴下された前記第３基板と、を貼り合わせる工程と、互いに
貼り合わされた前記第１表示パネル及び前記第３基板において、前記第３基板の前記第２



(5) JP 2019-61124 A 2019.4.18

10

20

30

40

50

方向側から光を照射して前記モノマーを硬化させる工程と、を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る液晶表示装置及び液晶表示装置の製造方法によれば、複数の表示パネルを
備えた液晶表示装置のコストを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施形態１に係る液晶表示装置の概略構成を示す斜視図である。
【図２】実施形態１に係る液晶表示装置の概略構成を模式的に示す図である。
【図３】実施形態１に係る前側の表示パネルの概略構成を示す平面図である。
【図４】実施形態１に係る後側の表示パネルの概略構成を示す平面図である。
【図５】図３及び図４の５－５´断面図である。
【図６】実施形態１に係る表示パネルＬＣＰ１の画素と表示パネルＬＣＰ２の画素との関
係を示す平面図である。
【図７】実施形態１に係る表示パネルＬＣＰ１の画素と表示パネルＬＣＰ２の画素との具
体的な構成を示す平面図である。
【図８】図７の８－８´切断線における断面図である。
【図９】図７の９－９´切断線における断面図である。
【図１０】図７の１０－１０´切断線における断面図である。
【図１１】実施形態１に係るバックライトの構成を示す斜視図である。
【図１２】実施形態１に係る液晶表示装置における表示パネルＬＣＰ１及び表示パネルＬ
ＣＰ２のドライバの構成を示す図である。
【図１３】視認性について考察した結果を説明するための図である。
【図１４】視認性について考察した結果を説明するための図である。
【図１５】画面の照度と黒レベルとの関係を示すグラフである。
【図１６】実施形態２に係る液晶表示装置の概略構成を示す斜視図である。
【図１７】実施形態２に係る液晶表示装置における、図７の８－８´切断線に対応する断
面図である。
【図１８】実施形態２に係る液晶表示装置における、図７の９－９´切断線に対応する断
面図である。
【図１９】実施形態２に係る液晶表示装置における、図７の１０－１０´切断線に対応す
る断面図である。
【図２０】実施形態３に係る表示パネルＬＣＰ２の構成を示す平面図である。
【図２１】実施形態３に係る表示パネルＬＣＰ１の画素と表示パネルＬＣＰ２の画素との
具体的な構成を示す平面図である。
【図２２】図２１の２２－２２´切断線における断面図である。
【図２３】実施形態３に係る液晶表示装置における表示パネルＬＣＰ１及び表示パネルＬ
ＣＰ２のドライバの構成を示す図である。
【図２４】実施形態２，３に係る液晶表示装置ＬＣＤの製造方法の一例を示す図である。
【図２５】実施形態２，３に係る液晶表示装置ＬＣＤの製造方法の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の実施形態について、図面を用いて以下に説明する。本発明に係る液晶表示装置
は、例えば、画像を表示する複数の表示パネルと、それぞれの表示パネルを駆動する複数
の駆動回路（ソースドライバ、ゲートドライバ等）と、それぞれの駆動回路を制御する複
数のタイミングコントローラと、外部から入力される入力映像信号に対して画像処理を行
い、それぞれのタイミングコントローラに画像データを出力する画像処理部と、複数の表
示パネルに背面側から光を照射するバックライトと、を含んでいる。表示パネルの数は限
定されず２枚以上であればよい。また複数の表示パネルは、観察者側から見て前後方向に
互いに重ね合わされて配置されており、それぞれがバックライトの光の透過率を制御する



(6) JP 2019-61124 A 2019.4.18

10

20

30

40

50

。以下では、２枚の表示パネルを備える液晶表示装置ＬＣＤを例に挙げて説明する。
【００１８】
［実施形態１］
　図１は、実施形態１に係る液晶表示装置ＬＣＤの概略構成を示す斜視図である。図１に
示すように、液晶表示装置ＬＣＤは、観察者に近い位置（前側：第１方向）に配置された
表示パネルＬＣＰ１と、表示パネルＬＣＰ１より観察者から遠い位置（後側：第２方向）
に配置された表示パネルＬＣＰ２と、表示パネルＬＣＰ１及び表示パネルＬＣＰ２を貼り
合わせる接着剤ＡＤＨＥ（接着層）と、表示パネルＬＣＰ２の背面側に配置されたバック
ライトＢＬと、表示面側から表示パネルＬＣＰ１及び表示パネルＬＣＰ２を覆うフロント
シャーシＦＳとを含んでいる。
【００１９】
　図２は、実施形態１に係る液晶表示装置ＬＣＤの概略構成を模式的に示す図である。図
２に示すように、表示パネルＬＣＰ１は、第１ソースドライバＳＤ１と第１ゲートドライ
バＧＤ１とを含み、表示パネルＬＣＰ２は、第２ソースドライバＳＤ２と第２ゲートドラ
イバＧＤ２とを含んでいる。また液晶表示装置ＬＣＤは、第１ソースドライバＳＤ１及び
第１ゲートドライバＧＤ１を制御する第１タイミングコントローラＴＣＯＮ１と、第２ソ
ースドライバＳＤ２及び第２ゲートドライバＧＤ２を制御する第２タイミングコントロー
ラＴＣＯＮ２と、第１タイミングコントローラＴＣＯＮ１及び第２タイミングコントロー
ラＴＣＯＮ２に画像データを出力する画像処理部ＩＰＵと、を含んでいる。例えば、表示
パネルＬＣＰ１は入力映像信号に応じたカラー画像を第１画像表示領域ＤＩＳＰ１に表示
し、表示パネルＬＣＰ２は入力映像信号に応じた白黒画像を第２画像表示領域ＤＩＳＰ２
に表示する。画像処理部ＩＰＵは、外部のシステム（図示せず）から送信された入力映像
信号Ｄａｔａを受信し、周知の画像処理を実行した後、第１タイミングコントローラＴＣ
ＯＮ１に第１画像データＤＡＴ１を出力し、第２タイミングコントローラＴＣＯＮ２に第
２画像データＤＡＴ２を出力する。また画像処理部ＩＰＵは、第１タイミングコントロー
ラＴＣＯＮ１及び第２タイミングコントローラＴＣＯＮ２に同期信号等の制御信号（図２
では省略）を出力する。例えば第１画像データＤＡＴ１はカラー画像表示用の画像データ
であり、第２画像データＤＡＴ２は白黒画像表示用の画像データである。尚、表示パネル
ＬＣＰ１が白黒画像を表示し、表示パネルＬＣＰ２がカラー画像を表示する構成であって
もよい。
【００２０】
　図３は実施形態１に係る表示パネルＬＣＰ１の概略構成を示す平面図であり、図４は実
施形態１に係る表示パネルＬＣＰ２の概略構成を示す平面図である。図５は、図３及び図
４の５－５´切断線における断面図である。
【００２１】
　図３及び図５等を用いて、表示パネルＬＣＰ１の概略構成について説明する。図５に示
すように、表示パネルＬＣＰ１は、バックライトＢＬ側（第２方向）に配置された薄膜ト
ランジスタ基板ＴＦＴＢ１と、観察者側（第１方向）に配置され、薄膜トランジスタ基板
ＴＦＴＢ１に対向する対向基板ＣＦ１と、薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ１及び対向基板
ＣＦ１の間に配置された液晶層ＬＣ１（第１液晶層）と、を含んでいる。表示パネルＬＣ
Ｐ１の観察者側には偏光板ＰＯＬ１が配置されており、バックライトＢＬ側には偏光板Ｐ
ＯＬ２が配置されている。
【００２２】
　薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ１には、図３に示すように、列方向に延在する複数のソ
ース線ＳＬ１と、第１方向とは異なる行方向に延在する複数のゲート線ＧＬ１とが形成さ
れ、複数のソース線ＳＬ１と複数のゲート線ＧＬ１とのそれぞれの交差部近傍に薄膜トラ
ンジスタＴＦＴ１が形成されている。表示パネルＬＣＰ１を平面的に見て、隣り合う２本
のソース線ＳＬ１と隣り合う２本のゲート線ＧＬ１とにより画素ＰＩＸ１が規定され、該
画素ＰＩＸ１がマトリクス状（行方向及び列方向）に複数配置されている。複数のソース
線ＳＬ１は、行方向に等間隔で配置されており、複数のゲート線ＧＬ１は、列方向に等間
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隔で配置されている。薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ１には、画素ＰＩＸ１ごとに画素電
極ＰＸ１が形成されており、複数の画素ＰＩＸ１に共通する１つの共通電極ＣＴ１（図８
等参照）が形成されている。薄膜トランジスタＴＦＴ１を構成するソース電極はソース線
ＳＬ１に電気的に接続され、ドレイン電極ＤＤ１（図１０参照）はコンタクトホールＣＯ
ＮＴ１（図１０参照）を介して画素電極ＰＸ１に電気的に接続され、ゲート電極はゲート
線ＧＬ１に電気的に接続されている。
【００２３】
　図５に示すように、対向基板ＣＦ１には、光を透過する光透過部と、光の透過を遮断す
るブラックマトリクスＢＭ（遮光部）とが形成されている。光透過部には、各画素ＰＩＸ
１に対応して複数のカラーフィルタＦＩＬ（着色層）が形成されている。光透過部は、ブ
ラックマトリクスＢＭで囲まれており、例えば矩形状に形成されている。複数のカラーフ
ィルタＦＩＬは、赤色（Ｒ色）の材料で形成され、赤色の光を透過する赤色カラーフィル
タＦＩＬＲ（赤色層）と、緑色（Ｇ色）の材料で形成され、緑色の光を透過する緑色カラ
ーフィルタＦＩＬＧ（緑色層）と、青色（Ｂ色）の材料で形成され、青色の光を透過する
青色カラーフィルタＦＩＬＢ（青色層）と、を含んでいる。赤色カラーフィルタＦＩＬＲ
、緑色カラーフィルタＦＩＬＧ、及び青色カラーフィルタＦＩＬＢは、行方向にこの順に
繰り返し配列され、同一色のカラーフィルタＦＩＬが列方向に配列され、行方向及び列方
向に隣り合うカラーフィルタＦＩＬの境界部分にブラックマトリクスＢＭが形成されてい
る。各カラーフィルタＦＩＬに対応して、複数の画素ＰＩＸ１は、図３に示すように、赤
色カラーフィルタＦＩＬＲに対応する赤色画素ＰＩＸＲと、緑色カラーフィルタＦＩＬＧ
に対応する緑色画素ＰＩＸＧと、青色カラーフィルタＦＩＬＢに対応する青色画素ＰＩＸ
Ｂと、を含んでいる。表示パネルＬＣＰ１では、赤色画素ＰＩＸＲ、緑色画素ＰＩＸＧ、
青色画素ＰＩＸＢが行方向にこの順に繰り返し配列されており、列方向には同一色の画素
ＰＩＸ１が配列されている。
【００２４】
　第１タイミングコントローラＴＣＯＮ１は、周知の構成を備えている。例えば第１タイ
ミングコントローラＴＣＯＮ１は、画像処理部ＩＰＵから出力される第１画像データＤＡ
Ｔ１と第１制御信号ＣＳ１（クロック信号、垂直同期信号、水平同期信号等）とに基づい
て、第１画像データＤＡ１と、第１ソースドライバＳＤ１及び第１ゲートドライバＧＤ１
の駆動を制御するための各種タイミング信号（データスタートパルスＤＳＰ１、データク
ロックＤＣＫ１、ゲートスタートパルスＧＳＰ１、ゲートクロックＧＣＫ１）とを生成す
る（図３参照）。第１タイミングコントローラＴＣＯＮ１は、第１画像データＤＡ１と、
データスタートパルスＤＳＰ１と、データクロックＤＣＫ１とを第１ソースドライバＳＤ
１に出力し、ゲートスタートパルスＧＳＰ１とゲートクロックＧＣＫ１とを第１ゲートド
ライバＧＤ１に出力する。
【００２５】
　第１ソースドライバＳＤ１は、データスタートパルスＤＳＰ１及びデータクロックＤＣ
Ｋ１に基づいて、第１画像データＤＡ１に応じたデータ信号（データ電圧）をソース線Ｓ
Ｌ１に出力する。第１ゲートドライバＧＤ１は、ゲートスタートパルスＧＳＰ１及びゲー
トクロックＧＣＫ１に基づいて、ゲート信号（ゲート電圧）をゲート線ＧＬ１に出力する
。
【００２６】
　各ソース線ＳＬ１には、第１ソースドライバＳＤ１からデータ電圧が供給され、各ゲー
ト線ＧＬ１には、第１ゲートドライバＧＤ１からゲート電圧が供給される。共通電極ＣＴ
１には、コモンドライバ（図示せず）から共通電圧Ｖｃｏｍが供給される。ゲート電圧（
ゲートオン電圧）がゲート線ＧＬ１に供給されると、ゲート線ＧＬ１に接続された薄膜ト
ランジスタＴＦＴ１がオンし、薄膜トランジスタＴＦＴ１に接続されたソース線ＳＬ１を
介して、データ電圧が画素電極ＰＸ１に供給される。画素電極ＰＸ１に供給されたデータ
電圧と、共通電極ＣＴ１に供給された共通電圧Ｖｃｏｍとの差により電界が生じる。この
電界により液晶分子ＬＣＢ１（図８参照）を駆動してバックライトＢＬの光の透過率を制
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御することによって画像表示を行う。表示パネルＬＣＰ１では、赤色画素ＰＩＸＲ、緑色
画素ＰＩＸＧ、青色画素ＰＩＸＢそれぞれの画素電極ＰＸ１に接続されたソース線ＳＬ１
に、所望のデータ電圧を供給することにより、カラー画像表示が行われる。
【００２７】
　次に、図４及び図５を用いて、表示パネルＬＣＰ２の構成について説明する。図５に示
すように、表示パネルＬＣＰ２は、バックライトＢＬ側（第２方向）に配置された薄膜ト
ランジスタ基板ＴＦＴＢ２と、観察者側（第１方向）に配置され、薄膜トランジスタ基板
ＴＦＴＢ２に対向する対向基板ＣＦ２と、薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ２及び対向基板
ＣＦ２の間に配置された、高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ：Polymer Dispersed Liquid Cry
stal）からなる液晶層ＬＣ２（第２液晶層）と、を含んでいる。表示パネルＬＣＰ１の偏
光板ＰＯＬ２と、表示パネルＬＣＰ２の対向基板ＣＦ２との間に接着剤ＡＤＨＥが配置さ
れ、これにより、表示パネルＬＣＰ１及び表示パネルＬＣＰ２が互いに固定されている。
【００２８】
　薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ２には、図４に示すように、列方向に延在する複数のソ
ース線ＳＬ２と、行方向に延在する複数のゲート線ＧＬ２とが形成され、複数のソース線
ＳＬ２と複数のゲート線ＧＬ２とのそれぞれの交差部近傍に薄膜トランジスタＴＦＴ２が
形成されている。表示パネルＬＣＰ２を平面的に見て、隣り合う２本のソース線ＳＬ２と
隣り合う２本のゲート線ＧＬ２とにより画素ＰＩＸ２が規定され、該画素ＰＩＸ２がマト
リクス状（行方向及び列方向）に複数配置されている。複数のソース線ＳＬ２は、行方向
に等間隔で配置されており、複数のゲート線ＧＬ２は、列方向に等間隔で配置されている
。薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ２には、画素ＰＩＸ２ごとに画素電極ＰＸ２が形成され
ている。薄膜トランジスタＴＦＴ２を構成するソース電極はソース線ＳＬ２に電気的に接
続され、ドレイン電極ＤＤ２（図１０参照）はコンタクトホールＣＯＮＴ２（図１０参照
）を介して画素電極ＰＸ２に電気的に接続され、ゲート電極はゲート線ＧＬ２に電気的に
接続されている。
【００２９】
　図５に示すように、対向基板ＣＦ２には、複数の画素ＰＩＸ２に共通する１つの共通電
極ＣＴ２が形成されている。尚、対向基板ＣＦ２には、カラーフィルタ（着色部）及びブ
ラックマトリクスは形成されていない。
【００３０】
　第２タイミングコントローラＴＣＯＮ２は、周知の構成を備えている。例えば第２タイ
ミングコントローラＴＣＯＮ２は、画像処理部ＩＰＵから出力される第２画像データＤＡ
Ｔ２と第２制御信号ＣＳ２（クロック信号、垂直同期信号、水平同期信号等）とに基づい
て、第２画像データＤＡ２と、第２ソースドライバＳＤ２及び第２ゲートドライバＧＤ２
の駆動を制御するための各種タイミング信号（データスタートパルスＤＳＰ２、データク
ロックＤＣＫ２、ゲートスタートパルスＧＳＰ２、ゲートクロックＧＣＫ２）とを生成す
る（図４参照）。第２タイミングコントローラＴＣＯＮ２は、第２画像データＤＡ２と、
データスタートパルスＤＳＰ２と、データクロックＤＣＫ２とを第２ソースドライバＳＤ
２に出力し、ゲートスタートパルスＧＳＰ２とゲートクロックＧＣＫ２とを各第２ゲート
ドライバＧＤ２に出力する。
【００３１】
　第２ソースドライバＳＤ２は、データスタートパルスＤＳＰ２及びデータクロックＤＣ
Ｋ２に基づいて、第２画像データＤＡ２に応じたデータ電圧をソース線ＳＬ２に出力する
。第２ゲートドライバＧＤ２は、ゲートスタートパルスＧＳＰ２及びゲートクロックＧＣ
Ｋ２に基づいて、ゲート電圧をゲート線ＧＬ２に出力する。
【００３２】
　各ソース線ＳＬ２には、第２ソースドライバＳＤ２からデータ電圧が供給され、各ゲー
ト線ＧＬ２には、第２ゲートドライバＧＤ２からゲート電圧が供給される。共通電極ＣＴ
２には、コモンドライバから共通電圧Ｖｃｏｍが供給される。ゲート電圧がゲート線ＧＬ
２に供給されると、ゲート線ＧＬ２に接続された薄膜トランジスタＴＦＴ２がオンし、薄
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膜トランジスタＴＦＴ２に接続されたソース線ＳＬ２を介して、データ電圧が画素電極Ｐ
Ｘ２に供給される。画素電極ＰＸ２に供給されたデータ電圧と、共通電極ＣＴ２に供給さ
れた共通電圧Ｖｃｏｍとの差により電界が生じる。この電界により液晶分子ＬＣＢ２（図
８参照）を駆動してバックライトＢＬの光の透過率を制御することによって画像表示を行
う。表示パネルＬＣＰ２では、白黒画像表示が行われる。尚、表示パネルＬＣＰ２は、高
分子分散型液晶による動作を行う。具体的には、例えば、液晶層ＬＣ２において、画素電
極ＰＸ２及び共通電極ＣＴ２に電圧を印加しない場合（無電界状態）は、高分子層ＰＯＬ
Ｙ（図８参照）内に分散している液晶分子ＬＣＢ２がランダムな方向に配列し、入射され
た光が散乱するため、光が透過せず黒表示となる（ノーマリーブラックモード）。また例
えば、液晶層ＬＣ２において、画素電極ＰＸ２及び共通電極ＣＴ２に電圧を印加した場合
は、高分子層ＰＯＬＹ（図８参照）内に分散している液晶分子ＬＣＢ２の方向が揃い、入
射された光が透過して白表示となる。このように、表示パネルＬＣＰ２は、印加電圧（電
界）により、バックライトＢＬから入射された光の透過の散乱度合いを制御することによ
って、表示パネルＬＣＰ１に対して出射する光の透過率を制御する。すなわち、表示パネ
ルＬＣＰ２は、バックライトＢＬと、表示パネルＬＣＰ１との間において、バックライト
ＢＬから出射された光を調整して表示パネルＬＣＰ１へ入射する制御パネル（調整パネル
）として機能する。
【００３３】
　液晶表示装置ＬＣＤは、表示パネルＬＣＰ２の単位面積当たりの画素ＰＩＸ２の数が、
表示パネルＬＣＰ１の単位面積当たりの画素ＰＩＸ１の数より少なくなるように構成され
ている。例えば、液晶表示装置ＬＣＤは、表示パネルＬＣＰ１の画素ＰＩＸ１の数と表示
パネルＬＣＰ２の画素ＰＩＸ２の数とが３対１の割合で構成されている。具体的には、液
晶表示装置ＬＣＤでは、表示パネルＬＣＰ１の３個の画素ＰＩＸ１（赤色画素ＰＩＸＲ、
緑色画素ＰＩＸＧ、青色画素ＰＩＸＢ）と、表示パネルＬＣＰ２の１個の画素ＰＩＸ２と
が、平面視で互いに重畳するように構成されている。
【００３４】
　図６は、互いに重なり合う、表示パネルＬＣＰ１の画素ＰＩＸ１と、表示パネルＬＣＰ
２の画素ＰＩＸ２との関係を示す平面図（等価回路図）である。図７（ａ）は、図６（ａ
）に示す画素ＰＩＸ１の具体的な構成を示す平面図であり、図７（ｂ）は、図６（ｂ）に
示すに対応する画素ＰＩＸ２の具体的な構成を示す平面図である。
【００３５】
　図６に示す例では、表示パネルＬＣＰ１の１個の赤色画素ＰＩＸＲ、１個の緑色画素Ｐ
ＩＸＧ、及び１個の青色画素ＰＩＸＢと、表示パネルＬＣＰ２の１個の画素ＰＩＸ２とが
平面視で互いに重なり合うように配置されている。表示パネルＬＣＰ１の各画素ＰＩＸ１
の面積（大きさ）が互いに等しい場合、表示パネルＬＣＰ２の１個の画素ＰＩＸ２の面積
は、表示パネルＬＣＰ１の１個の画素ＰＩＸ１の面積の３倍となっている。尚、図６（ａ
）には、共通電極ＣＴ１に接続される共通配線ＣＬ１と、液晶容量ＣＬＣ１とを示し、図
６（ｂ）には、共通電極ＣＴ２に接続される共通配線ＣＬ２と、液晶容量ＣＬＣ２とを示
している。図７（ａ）に示すように、画素電極ＰＸ１にスリットＳＬＴ１が形成されても
よい。また図７（ａ）には、薄膜トランジスタＴＦＴ１を構成する半導体層ＳＥ１とドレ
イン電極ＤＤ１とを示し、図７（ｂ）には、薄膜トランジスタＴＦＴ２を構成する半導体
層ＳＥ２とドレイン電極ＤＤ２とを示している。
【００３６】
　図８は図７（ａ）及び図７（ｂ）の８－８´切断線における断面図であり、図９は図７
（ａ）及び図７（ｂ）の９－９´切断線における断面図であり、図１０は図７（ａ）及び
図７（ｂ）の１０－１０´切断線における断面図である。図８から図１０を用いて画素Ｐ
ＩＸ１、ＰＩＸ２の断面構造について説明する。
【００３７】
　表示パネルＬＣＰ１の画素ＰＩＸ１を構成する薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ１（図５
参照）では、透明基板ＳＵＢ２（ガラス基板）（第１基板）上にゲート線ＧＬ１が形成さ
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れており、ゲート線ＧＬ１を覆うようにゲート絶縁膜ＧＳＮが形成されている。ゲート絶
縁膜ＧＳＮ上には、アモルファスシリコン（ａ－Ｓｉ）から成る半導体層ＳＥ１、ソース
線ＳＬ１（ソース電極）及びドレイン電極ＤＤ１が形成されており、これらを覆うように
保護膜ＰＡＳ及び有機絶縁膜ＯＰＡＳが形成されている。有機絶縁膜ＯＰＡＳ上には共通
電極ＣＴ１が形成されており、共通電極ＣＴ１を覆うように保護膜ＵＰＡＳが形成されて
いる。保護膜ＵＰＡＳ上には画素電極ＰＸ１が形成されており、画素電極ＰＸ１を覆うよ
うに配向膜（図示せず）が形成されている。また、保護膜ＰＡＳ、有機絶縁膜ＯＰＡＳ及
び保護膜ＵＰＡＳにはコンタクトホールＣＯＮＴ１が形成されており、画素電極ＰＸ１の
一部が、コンタクトホールＣＯＮＴ１を介してドレイン電極ＤＤ１に電気的に接続されて
いる。
【００３８】
　対向基板ＣＦ１（図５参照）では、透明基板ＳＵＢ１（ガラス基板）（第２基板）上に
、ブラックマトリクスＢＭ及びカラーフィルタＦＩＬ（赤色カラーフィルタＦＩＬＲ、緑
色カラーフィルタＦＩＬＧ、及び青色カラーフィルタＦＩＬＢ）が形成されている。カラ
ーフィルタＦＩＬの表面にはオーバーコート膜ＯＣが被覆されており、オーバーコート膜
ＯＣ上に配向膜ＯＲＩが形成されている。
【００３９】
　薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ１と対向基板ＣＦ１との間には液晶層ＬＣ１が設けられ
ている。液晶層ＬＣ１は、ネマティック液晶に液晶分子ＬＣＢ１が含まれて構成されてい
る。
【００４０】
　表示パネルＬＣＰ２の画素ＰＩＸ２を構成する薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ２（図５
参照）では、透明基板ＳＵＢ４（ガラス基板）（第３基板）上にゲート線ＧＬ２が形成さ
れており、ゲート線ＧＬ２を覆うようにゲート絶縁膜ＧＳＮが形成されている。ゲート絶
縁膜ＧＳＮ上には、アモルファスシリコン（ａ－Ｓｉ）から成る半導体層ＳＥ２、ソース
線ＳＬ２（ソース電極）及びドレイン電極ＤＤ２が形成されており、これらを覆うように
保護膜ＰＡＳ及び有機絶縁膜ＯＰＡＳが形成されている。有機絶縁膜ＯＰＡＳ上には画素
電極ＰＸ２が形成されている。また、保護膜ＰＡＳ及び有機絶縁膜ＯＰＡＳにはコンタク
トホールＣＯＮＴ２が形成されており、画素電極ＰＸ２の一部が、コンタクトホールＣＯ
ＮＴ２を介してドレイン電極ＤＤ２に電気的に接続されている。
【００４１】
　対向基板ＣＦ２（図５参照）では、透明基板ＳＵＢ３（ガラス基板）上に、共通電極Ｃ
Ｔ２が形成されている。
【００４２】
　薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ２と対向基板ＣＦ２との間には液晶層ＬＣ２が設けられ
ている。液晶層ＬＣ２は、高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ）により構成されている。具体的
には、液晶層ＬＣ２は、高分子層ＰＯＬＹ（ポリマー層）中に、液晶分子ＬＣＢ２を含む
液滴ＤＬ（ドロップレット）が分散された構成を有している。高分子層ＰＯＬＹ（ポリマ
ー層）としては、例えば、光硬化樹脂（例えば紫外線硬化樹脂）が用いられる。液晶層Ｌ
Ｃ２は、例えば、液晶分子ＬＣＢ２を含むネマティック液晶と光硬化型のモノマーとを混
ぜた溶液を薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ２上に所定の厚さに滴下し、対向基板ＣＦ２を
貼り付け後、下方から紫外線を照射することにより形成される。
【００４３】
　なお、本実施形態においては液晶分子ＬＣＢ２の液滴を高分子層ＰＯＬＹが包みこんだ
構造を高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ）として用いた。しかし、高分子層ＬＣＢ２の濃度に
より表示パネルの性能は変化する。高分子層ＰＯＬＹを構成する光硬化型モノマーの分量
を少なくしていくと、液滴を高分子層ＰＯＬＹが包み込んだ構造とならず、液晶ギャップ
に関して複数の液晶層を持ち、その界面に高分子層ＰＯＬＹが形成された構造になる。こ
の方式では液晶分子層ＬＣＢ２と高分子層ＰＯＬＹの界面が安定し指定の配向性を持たせ
ることができ応答速度が改善される。この方式を、高分子安定化液晶と呼ぶこともあるが
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、本発明ではこの液晶分子層ＬＣＢ２と高分子層ＰＯＬＹの多層構造も高分子分散型液晶
（ＰＤＬＣ）の範疇として含めている。また、ネマティック液晶に添加する光硬化型モノ
マーの量を増やしていくと、硬化後にモノマーがネットワークあるいは繊維状に形成させ
る構造も取り得る。この構造も高分子分散液晶（ＰＤＬＣ）に入ることは言うまでもない
。
【００４４】
　図１１は、バックライトＢＬの構成を示す斜視図である。図１１を用いてバックライト
ＢＬの構成について説明する。
【００４５】
　バックライトＢＬは、導光板ＬＧと、導光板ＬＧに形成されたピットＰＴと、導光板Ｌ
Ｇの裏面に配置された反射シートＲＥと、導光板ＬＧの両側面に対向するように配置され
た複数のＬＥＤ（光源）と、を含んでいる。バックライトＢＬは、複数（図１１では２個
）のＬＥＤごとに独立して制御することが可能に構成されており、表示領域（画面領域）
を分割した複数の分割領域ごとに点灯及び消灯を制御することが可能になっている。図１
１に示すバックライトＢＬに示した領域ＡＲ１～ＡＲ８は、液晶表示装置ＬＣＤの表示領
域を８分割した場合の各分割領域に対応している。例えば、バックライトＢＬは、２個の
ＬＥＤを含むＬＥＤグループＧ１を制御して、第１領域ＡＲ１における光の出射をＯＮ／
ＯＦＦし、２個のＬＥＤを含むＬＥＤグループＤ２を制御して、第２領域ＡＲ２における
光の出射をＯＮ／ＯＦＦし、同様に、各ＬＥＤグループを制御して、各領域における光の
出射をＯＮ／ＯＦＦする。バックライトＢＬにおける光出射領域は、例えば、導光板ＬＧ
に形成されたピットＰＴの大きさ、配置、密度等を調整することにより、複数（図１１で
は８個）の領域に分割制御される。尚、ピットＰＴの代わりに、印刷パターンが導光板Ｌ
Ｇに形成されてもよく、この場合、印刷パターンを調整することにより分割領域を制御す
ることができる。バックライトＢＬは、周知の所謂ローカルディミング方式のバックライ
トであってもよい。また光源（ＬＥＤ）は、バックライトＢＬの直下に配置されてもよい
。
【００４６】
　図１２は、表示パネルＬＣＰ１及び表示パネルＬＣＰ２のドライバの構成を示す図であ
る。表示パネルＬＣＰ１には、ソースドライバＩＣ（ＳＩＣ）が６個実装されており、ゲ
ートドライバＩＣ（ＧＩＣ）が４個実装されている。表示パネルＬＣＰ２には、ソースド
ライバＩＣ（ＳＩＣ）が２個実装されており、ゲートドライバＩＣ（ＧＩＣ）が２個実装
されている。
【００４７】
　実施形態１に係る液晶表示装置ＬＣＤの構成によれば、表示パネルＬＣＰ２では偏光板
及び配向膜が不要のため、液晶表示装置ＬＣＤのコストを低減することができる。また、
バックライトＢＬが、所謂エッジライト型バックライトの構成（図１１参照）である場合
は、直下型バックライトと比較してＬＥＤ数を低減できるため、液晶表示装置ＬＣＤのコ
ストをさらに低減することができ、また、消費電力を低減することもできる。また、表示
パネルＬＣＰ２において偏光板及び配向膜が不要であり、かつ、バックライトＢＬがエッ
ジライト型バックライトである場合は、液晶表示装置ＬＣＤの薄型化を図ることができる
。さらに、図１２に示すように、表示パネルＬＣＰ１と比較して、表示パネルＬＣＰ２の
ソースドライバＩＣ及びゲートドライバＩＣの数を削減することができるため、液晶表示
装置ＬＣＤのコストをさらに低減することができる。
【００４８】
　また、表示パネルＬＣＰ２において、液晶層ＬＣ２は、高分子分散型液晶により構成さ
れているため、ソース線ＳＬ２及びゲート線ＧＬ２の上方では無電界状態になり散乱モー
ドになる。このため、画素の境界が視認され難くなるため、ブラックマトリクスを省略す
ることができる。また、周期的な輝度の明暗であるモアレの対策が不要となる。
【００４９】
　ここで、表示パネルＬＣＰ２に高分子分散型液晶パネルを用いることにより、液晶表示
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装置としてのコントラストが低下することが懸念される。しかし、実施形態１に係る液晶
表示装置ＬＣＤによれば、使用レベルにおいては、視認性に悪影響を及ぼす程度のコント
ラストの低下は生じ難い。以下では、視認性について考察した結果を説明する。
【００５０】
　図１３及び図１４は、視認性について考察した結果を説明するための図である。図１３
（ａ）は、表示パネルＬＣＰ１単体で表示される元画像（画像Ａ）（元画像データ）を示
している。画像Ａは、黒色の背景画像ＢＬＫ１と白色の窓画像Ｗ１とで構成されている。
図１３（ａ）に示す行方向及び列方向の点線Ｌ１は、表示パネルＬＣＰ２における画素の
境界（分割領域の境界）を示している。図１３（ｂ）は、バックライトＢＬ光の出射状態
を示している。Ｌｏｎは、出射（点灯）領域を示し、Ｌｏｆｆは、非出射（消灯）領域を
示している。具体的には、バックライトＢＬは、画像Ａの窓画像Ｗの領域を含むように、
８分割された領域（図１１参照）のうち、第６領域ＡＲ６及び第７領域ＡＲ７において光
を出射（点灯）し、第１領域ＡＲ１～第５領域ＡＲ５、第８領域ＡＲ８において光を出射
しない（消灯）ように制御する。図１３（ｃ）は、表示パネルＬＣＰ２単体で表示される
画像（画像Ｂ）を示している。画像Ｂは、黒色の背景画像ＢＬＫ２と白色の窓画像Ｗ２と
で構成されている。また画像Ａの窓画像Ｗ１と、画像Ｂの窓画像Ｗ２とは、互いに重なる
位置に配置されている。
【００５１】
　ここで、表示パネルＬＣＰ１と表示パネルＬＣＰ２とバックライトＢＬとにおけるそれ
ぞれの分割数は、「バックライトＢＬの分割数（分割領域の数）（図１１参照）」＜「表
示パネルＬＣＰ２の分割数（画素数）」＜「表示パネルＬＣＰ１の分割数（画素数）」、
の関係となっている。また、ここでは、一例として、表示パネルＬＣＰ１のコントラスト
の性能が１０００：１であり、表示パネルＬＣＰ２のコントラストの性能が２０：１であ
り、バックライトＢＬのコントラストの性能が１０００：１とする。
【００５２】
　図１４（ａ）は、表示パネルＬＣＰ１とバックライトＢＬとを組み合わせた液晶表示装
置における表示画像（画像Ｃ）の状態を示している。領域Ａ１と領域Ｃ１のコントラスト
は、１００００００：１となり、領域Ａ１と領域Ｂ１のコントラストは、１０００：１と
なり、領域Ｂ１と領域Ｃ１のコントラストは、１０００：１となる。領域Ｂ１では、領域
Ｃ１より明るく、領域Ａ１より暗く見える。
【００５３】
　図１４（ｂ）は、表示パネルＬＣＰ１と表示パネルＬＣＰ２とバックライトＢＬとを組
み合わせた実施形態１に係る液晶表示装置ＬＣＤにおける表示画像（画像Ｄ）の状態を示
している。領域Ａ１と領域Ｃ１のコントラストは、２００００：１となり、領域Ａ１と領
域Ｂ１のコントラストは、２００００：１となり、領域Ｂ１と領域Ｃ１のコントラストは
、１：１となる。
【００５４】
　図１５は、画面の照度（周囲の環境の明るさ）と黒レベルとの関係を示すグラフである
。より具体的には、図１５に示すグラフには、画面の照度（周囲の環境の明るさ）と、好
ましい黒輝度が適切に表示されているか否かの人間の判断をデータ化した被験者によるテ
スト結果と、表示パネルの黒レベル（コントラスト比）との関係を示している。図１５に
示すように、画面照度が暗いほど、黒レベルを認知できる室内の照度が寝室レベル（略１
０ルクス）以下になるとコンラストが１０００：１では不十分となり、少なくとも１００
００：１以上あれば暗室においても良好なコントラスト感を感じることができることが分
かる。
【００５５】
　図１５に示す結果によれば、図１４（ｂ）に示すように、実施形態１に係る液晶表示装
置ＬＣＤでは、２００００：１のコントラストを実現することができるため、少なくとも
使用レベルにおいては、視認性に対する悪影響を抑えることができる。すなわち、実施形
態１に係る液晶表示装置ＬＣＤによれば、使用レベルにおける表示品位を損なうことなく
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低コスト化を実現することができる。
【００５６】
　上記のように、表示パネルＬＣＰ２のコントラストの性能が、表示パネルＬＣＰ１のコ
ントラストの性能、及び、バックライトＢＬのコントラストの性能より低くても、使用上
要求される表示品位を確保することができる。よって、複数の表示パネルを備える液晶表
示装置において、所定の表示パネルに高分子分散型液晶パネルを用いることにより、特に
低コスト化の利点を享受することができる。
【００５７】
［実施形態２］
　本発明の実施形態２について、図面を用いて以下に説明する。なお、説明の便宜上、実
施形態１において示した構成要素と構成要素には同一の符号を付し、その説明を省略する
。また、実施形態１において定義した用語については特に断らない限り本実施形態におい
てもその定義に則って用いるものとする。なお、後述の各実施形態についても同様である
。
【００５８】
　図１６は、実施形態２に係る液晶表示装置ＬＣＤの概略構成を示す斜視図である。実施
形態２に係る液晶表示装置ＬＣＤは、実施形態１に係る液晶表示装置ＬＣＤと比較して、
接着剤ＡＤＨＥ（接着層）及び透明基板ＳＵＢ３（ガラス基板）が省略されており、その
他の構成は同一である。実施形態２に係る表示パネルＬＣＰ１の画素ＰＩＸ１の平面構成
と、実施形態２に係る表示パネルＬＣＰ２の画素ＰＩＸ２の平面構成は、実施形態１に係
る表示パネルＬＣＰ１の画素ＰＩＸ１の平面構成（図７（ａ）参照）と、実施形態１に係
る表示パネルＬＣＰ２の画素ＰＩＸ２の平面構成（図７（ｂ）参照）と同一である。
【００５９】
　図１７は、実施形態２に係る液晶表示装置ＬＣＤにおける、図７（ａ）及び図７（ｂ）
の８－８´切断線に対応する断面図であり、図１８は、実施形態２に係る液晶表示装置Ｌ
ＣＤにおける、図７（ａ）及び図７（ｂ）の９－９´切断線に対応する断面図であり、図
１９は、実施形態２に係る液晶表示装置ＬＣＤにおける、図７（ａ）及び図７（ｂ）の１
０－１０´切断線に対応する断面図である。図１７から図１９を用いて画素ＰＩＸ１、Ｐ
ＩＸ２の断面構造について説明する。
【００６０】
　実施形態２に係る表示パネルＬＣＰ１の画素ＰＩＸ１の断面構造は、実施形態１に係る
表示パネルＬＣＰ１の画素ＰＩＸ１の断面構造と同一の構成を有している。
【００６１】
　表示パネルＬＣＰ２の薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ２（図５参照）には、透明基板Ｓ
ＵＢ４（ガラス基板）上にゲート線ＧＬ２が形成されており、ゲート線ＧＬ２を覆うよう
にゲート絶縁膜ＧＳＮが形成されている。ゲート絶縁膜ＧＳＮ上には、アモルファスシリ
コンから成る半導体層ＳＥ２、ソース線ＳＬ２（ソース電極）及びドレイン電極ＤＤ２が
形成されており、これらを覆うように保護膜ＰＡＳ及び有機絶縁膜ＯＰＡＳが形成されて
いる。有機絶縁膜ＯＰＡＳ上には画素電極ＰＸ２が形成されている。また、保護膜ＰＡＳ
及び有機絶縁膜ＯＰＡＳにはコンタクトホールＣＯＮＴ２が形成されており、画素電極Ｐ
Ｘ２の一部が、コンタクトホールＣＯＮＴ２を介してドレイン電極ＤＤ２に電気的に接続
されている。
【００６２】
　また、表示パネルＬＣＰ２を構成する共通電極ＣＴ２が、表示パネルＬＣＰ１の偏光板
ＰＯＬ２の裏面（バックライト側）に形成されている。薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ２
と共通電極ＣＴ２との間には液晶層ＬＣ２が設けられている。液晶層ＬＣ２は、実施形態
１に係る表示パネルＬＣＰ２の液晶層ＬＣ２と同一の構成（高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ
））である。
【００６３】
　実施形態２に係る液晶表示装置ＬＣＤによれば、実施形態１に係る液晶表示装置ＬＣＤ
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と比較して、透明基板ＳＵＢ３（ガラス基板）を省略して３枚のガラス基板で構成される
ため、液晶表示装置ＬＣＤのコストをさらに低減することができ、また更なる薄型化を図
ることができる。尚、実施形態２に係る液晶表示装置ＬＣＤの製造方法の具体例について
は後述する。
【００６４】
［実施形態３］
　実施形態３に係る液晶表示装置ＬＣＤは、実施形態２に係る液晶表示装置ＬＣＤと比較
して、表示パネルＬＣＰ２の薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ２の構成が異なっており、そ
の他の構成は同一である。
【００６５】
　図２０は、実施形態３に係る表示パネルＬＣＰ２の構成を示す平面図である。実施形態
３に係る表示パネルＬＣＰ２は、マトリクス状に配置された複数の画素電極ＰＸ２と、行
方向に延在する複数のデータ線ＴＸと、複数の画素電極ＰＸ２に対向配置された１つの共
通電極ＣＴ２とを含んでいる。各データ線ＴＸは、コンタクトホールＣＯＮＴ３を介して
各画素電極ＰＸ２に電気的に接続されている。各データ線ＴＸには、画素駆動回路ＰＸＩ
Ｃからデータ電圧が供給される。すなわち、実施形態３に係る表示パネルＬＣＰ２は、所
謂セグメント方式による表示動作を行う。
【００６６】
　図２１（ａ）は、実施形態３に係る表示パネルＬＣＰ１の画素ＰＩＸ１の具体的な構成
を示す平面図であり、図２１（ｂ）は、実施形態３に係る表示パネルＬＣＰ２の画素ＰＩ
Ｘ２の具体的な構成を示す平面図である。図２１では、説明の便宜上、表示パネルＬＣＰ
２の１つの分割領域（画素領域）を、表示パネルＬＣＰ１の１つの分割領域（画素領域）
の３倍の大きさで表しているが、実用上は、表示パネルＬＣＰ２の１つの分割領域が、表
示パネルＬＣＰ１の１つの分割領域の１０倍～５０倍の大きさを有してもよい。このため
、データ線ＴＸは、開口率に影響を与え難いため、金属材料で形成されてもよい。
【００６７】
　図２２は図２１（ａ）及び図２１（ｂ）の２２－２２´切断線における断面図である。
表示パネルＬＣＰ２の薄膜トランジスタ基板ＴＦＴＢ２（図５参照）には、透明基板ＳＵ
Ｂ４（ガラス基板）上にデータ線ＴＸが形成されており、データ線ＴＸを覆うように保護
膜ＰＡＳが形成されている。保護膜ＰＡＳ上には画素電極ＰＸ２が形成されている。また
、保護膜ＰＡＳにはコンタクトホールＣＯＮＴ３が形成されており、画素電極ＰＸ２の一
部が、コンタクトホールＣＯＮＴ３を介してデータ線ＴＸに電気的に接続されている。
【００６８】
　実施形態３に係る液晶表示装置ＬＣＤによれば、実施形態２に係る液晶表示装置ＬＣＤ
と比較して、薄膜トランジスタＴＦＴ２（図１９参照）を形成する必要がないため、液晶
表示装置ＬＣＤのコストをさらに低減することができ、また更なる薄型化を図ることがで
きる。さらに、図２３に示すように、表示パネルＬＣＰ１と比較して、表示パネルＬＣＰ
２の駆動回路の数を削減することができるため、液晶表示装置ＬＣＤのコストを低減する
ことができ、また狭額縁化を図ることもできる。
【００６９】
　尚、実施形態３に係る液晶表示装置ＬＣＤはセグメント方式による駆動のため、実施形
態１，２に係る液晶表示装置ＬＣＤのアクティブマトリクス方式による駆動と比較して、
独立制御できる分割領域が少なく（大きく）なるが、少なくともバックライトＢＬにおけ
る分割領域（図１１参照）よりも多く（小さく）することができる。すなわち、実施形態
３に係る液晶表示装置ＬＣＤにおいても、表示パネルＬＣＰ１と表示パネルＬＣＰ２とバ
ックライトＢＬにおける単位面積当たりの分割数は、「バックライトＢＬの分割数（図１
１参照）」＜「表示パネルＬＣＰ２の分割数（単位面積当たりの画素数）」＜「表示パネ
ルＬＣＰ１の分割数（単位面積当たりの画素数）」、の関係を満たしている。
【００７０】
　ここで、実施形態２，３に係る液晶表示装置ＬＣＤの製造方法の具体例について、図２
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【００７１】
　先ず、図２４（ａ）に示すように、表示パネルＬＣＰ２を構成する大型ガラス基板ＳＵ
Ｂ３に、各画像表示領域（各画面領域）に対応する複数の素子を形成する。次に、液晶分
子ＬＣＢ２を含むネマティック液晶と光硬化型のモノマーとを混ぜた溶液を貯めるための
堰ＳＰ２を画面領域の周囲に形成する。堰ＳＰ２は、液晶層ＬＣ２のセルギャップを構成
するものであり、各画素に柱状のスペーサを形成しても良い。次に、ガラス基板ＳＵＢ３
を、画面領域ごとに切断する。
【００７２】
　次に、図２４（ｂ）に示すように、表示パネルＬＣＰ１を通常の工程により製造する。
また表示パネルＬＣＰ１の両面に偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２を貼り付け、さらに偏光板Ｐ
ＯＬ２の上（裏面）に透明導電膜の共通電極ＣＴ２を形成する。一方、画面領域ごとに切
断したガラス基板ＳＵＢ３に、上記溶液を滴下し周囲の堰ＳＰ２内に充填する。次に、ガ
ラス基板ＳＵＢ１及びガラス基板ＳＵＢ２で構成された表示パネルＬＣＰ１と、上記溶液
が滴下されたガラス基板ＳＵＢ３とを貼り合わせる。
【００７３】
　次に、図２５に示すように、ガラス基板ＳＵＢ３の下方から紫外線を照射し、モノマー
を硬化させる。これにより表示パネルＬＣＤ１と表示パネルＬＣＰ２とが接着固定される
。液晶層ＬＣ２では、紫外線硬化樹脂の高分子層ＰＯＬＹ（ポリマー層）内に分散、球、
あるいはネットワーク状、あるいは積層状のポリマー液晶が形成される。これにより、表
示パネルＬＣＰ２は、散乱状態でオフ状態となるポリマー液晶（高分子分散型液晶（ＰＤ
ＬＣ））を構成する。
【００７４】
　以上の工程により、液晶表示装置ＬＣＤを製造することができる。尚、ガラス基板ＳＵ
Ｂ３は、フィルム基板であってもよい。
【００７５】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記各実施形態に限定されるも
のではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で上記各実施形態から当業者が適宜変更し
た形態も本発明の技術的範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００７６】
　ＬＣＤ　液晶表示装置、ＬＣＰ１　表示パネル、ＳＤ１　第１ソースドライバ、ＧＤ１
　第１ゲートドライバ、ＴＣＯＮ１　第１タイミングコントローラ、ＬＣＰ２　表示パネ
ル、ＳＤ２　第２ソースドライバ、ＧＤ２　第２ゲートドライバ、ＴＣＯＮ２　第２タイ
ミングコントローラ、ＩＰＵ　画像処理部、ＳＬ１，ＳＬ２　ソース線、ＧＬ１，ＧＬ２
　ゲート線、ＴＸ　データ線、ＰＯＬ１，ＰＯＬ２　偏光板、ＢＭ　ブラックマトリクス
、ＦＩＬ　カラーフィルタ、ＰＩＸ１，ＰＩＸ２　画素、ＰＩＸＲ　赤色画素、ＰＩＸＧ
　緑色画素、ＰＩＸＢ　青色画素、ＣＯＮＴ　コンタクトホール、ＰＸ１，ＰＸ２　画素
電極、ＣＴ１，ＣＴ２　共通電極、ＬＣ１　液晶層（第１液晶層）、ＬＣ２　液晶層（第
２液晶層）、ＬＣＢ１，ＬＣＢ２　液晶分子、ＳＵＢ１　透明基板（第２基板）、ＳＵＢ
２　透明基板（第１基板）、ＳＵＢ３　透明基板、ＳＵＢ４　透明基板（第３基板）。
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